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このところ、年代測定用試料のサンプリングのため各地にでかけて、多くの方々のご

厄介になっていますが、ここではどういう観点から地質学的年代測定試料を採取してい
るかということを中心にしてお話しすることにします。
方針の第１は、タンデトロンの特性を生かすという点で、２万～３万年前より古い試

料を扱おういうことです。第２は、広域テフラとの層序関係が明瞭で、一つの測定値が
かなり広い地域にわたる年代論の有効な指針となりうる、あるいは逆に、遠く離れた地
点の測定値でもテフラを媒介としてその妥当性・信頼性を検証しうるものであるという
ことです。後者の点では、現在では広域テフラの網の目が日本中に張り巡らされており、
きわめて有利な条件にあるといえます。また、第３に、サンプルの形成後の汚染が少な
いという点では、できるだけ火砕流堆積物の中から試料を採取するよう心がけています。
このような観点からみて、主な測定値を表１に挙げておきました。
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① と し た の は 、 野 尻 湖 の 例 （ 沢 田 ほ か １ ９ ９ ２ ） で す。 こ こ で は 、 ナ ウ マ ン ゾ ウ ・ オ オ ツ

ノ シ カ ・ 材 化 石 に つ い て 、 層 序 関 係 に し た が っ て 多 く の 測 定 が な さ れ て い ま す が 、 そ の

う ち の 層 序 的 に 最 下 位 に あ り 、 最 も 古 い 年 代 を 示 す も の 一 つ だ け を 挙 げ て あ り ま す 。 野

尻 湖 の 場 合 、 地 層 の 上 下 関 係 と タ ン デ ト ロ ン に よ る 年 代 値 の 新 旧 と が よ く 一 致 し て い る

こ と 、 ベ ー タ ー 線 法 に よ る 測 定 値 と は 、 約 ２ 万 年 前 ま で は よ くー 一 致 し て い る が 、 そ れ よ

り 古 い と こ ろ で は か な り の ズ レ が 生 じ て き て い る こ と 、 し か も そ の ズ レ に は 一 定 の 規 則

性 は 認 め ら れ な い こ と な ど が 注 目 さ れ ま す。

②は、木曾川中流の岐阜県八百津付近で木曾川泥流堆積物（ｋｍＯの中に大量に含まれ
ていた樹幹の年代を示したものです（中村・藤井ほか１９９２）。表１では５個の試料の測
定値の平均が示してあります。これから見ると、木曾川泥流が流下した年代は、約５万
年前ということができます。
ｋｍｆについては、広域テフラとの関係が判明しています。山陰の大山火山を給源とし

て中部地方から関東・東北南部まで広がる大山倉吉軽石層（ＤＫＰ）が、層序的にその下位
にあるのです（小林１９８２、竹本ほか１９８７）。ＤＫＰは今まで他のテフラとの関係から、お
およそ４．７万年前、最近では竹本（１９９Ｄにより、約５万年前といわれてきたものです。
木曾川泥流の年代から見ると、ＤＫＰは５万年前よりいくらか古いということになります。

ところで、南関東には、東京軽石層（ＴＰ）と呼ばれるきわめて有効な鍵層が広く分布し
ています。ＴＰの年代については町田・鈴木（１９７Ｄの黒曜石を試料としたＦ．Ｔ．年代測定が

あり、ｚ１９００（）±５０００ｙ．Ｂ．Ｐ．という値が出されています。その後、液体シンチレーション
法による１４Ｃ年代として富樫・松本（１９８８）による５０１００＋２７００／-２０００ｙ．Ｂ．Ｐ．という
値が出されていますが、東京軽石層が約５万年前ということが一つの基準となって、各
テフラの年代が考えられてきたわけです。そして、ＴＰはＤＫＰの下位にあります（竹本ほか
１９８７、竹本１９９！）。
木曾川泥流が約５万年前となった以上、ＴＰにはもう少し古くなってもらわなくては困
ります。そこでＴＰの年代を確定するために、南関東のテフラの生き字引ともいうべき岡
重文さんのご案内で、大磯丘陵ヘサンプリングに行き、炭化木片を採取しました。その
測定結果が③で、７試料を測定した平均値が示してあります（中村・岡・坂本１朋２）。
サンプルの一部は富樫・松本（１９８８）が試料を採取したのと同じ露頭で、他は別の場所で
採取したものですが、ともに東京軽石流堆積物（：’Ｉ｀Ｐｆｌ）から採取したものです。ここで、
ＴＰとＴＰｆ１と二つの地層名が出てきましたが、両者は一連の噴火活動の産物であり、まず

軽石が降下して、その直後に軽石流が流下したとされているものです（町田１９７７）。
測定の結果、ＴＰｆ１の年代は約５．２万年前とでました。表１に示しましたように、中部

地方と南関東と遠く離れていても、ＤＫＰを基準として、それより上位のｋｍｆが約５万年前、
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下位のＴＰｆ１が約５．２万年前、と野外で確認されている層序関係とよく整合した結果が得
られました。

さて、こうなりますと次になすべき課題は、ＤＫＰそのものの年代を測ることです。ＤＫＰ
は先にも申しましたように約５万年前と考えられ、またＵ-Ｔｈ法では４３０００±８０００ｙ．Ｂ．
Ｐ．という結果が出ています（大村ほか１９８８）。ＤＫＰの測年を行って、５万年前と５．２万年前
の間の値が出せるかどうか、まさにタンデトロン測年の信頼性を問われる試金石ともい
うべきところです。これをやってみようということになりました。
そして、１９９１年秋、鳥取大学の赤木さんのご案内により大山山麓へでかけました。し

かし、これは残念ながら成功しませんでした。ＤＫＰに対応する火砕流堆積物は堀火砕流（津
久＃１９８４）と呼ばれているものですが、あまり大規模ではなく、その地表での分布も狭
くて、適当な試料を探すことができなかったのです。ＤＫＰより下位の大山生竹軽石層（ＤＮ
Ｐ）直下の泥炭や名和火砕流堆積物に含まれた炭化木片を採取しただけで帰ってきまし
た。ＤＮＰと名和火砕流堆積物の試料については、測定限界を越えていそうなので、まだ
手を付けていません。
ＤＫＰの年代については、実をいうと、野尻湖の結果からある程度推定できていたので

す。それは、野尻湖の論文（沢田ほか１９９２）の第２図には、野尻湖層の標準的な年代が

示されていますが、その５万年より古い破線で示された部分で、キゴマと記された層準
をそのまま読めばほぼ５ｊ万年前になるということです。キゴマは、ここでいうＤＫＰに
当たります（早津１９８５、竹本ほか１９８７）。

さてそうこうするうちに、１９９１年の暮になって、島根大の三浦・林（１９９１）が「ＤＫＰの
中には、三瓶火山に由来する三瓶雲南軽石（ＳＵｎ）の火山ガラスが混じっている。だから
両者は同時期の可能性がある」と指摘されていることに気付きました。そのことはすで
に、三浦・林（１９８７）で指摘されていたのですが、表１でＤＫＰとＳＵｎが≒で結んである
のはそういう意味です。
ＳＵｎに対応する火砕流は、大田火砕流あるいは三瓶大田火砕流（ＳＯＯと呼ばれていて、

その堆積物は、島根県の大田市付近に広く分布しています。これにはあちこちで炭化木
片が含まれていて、いくつかの１４Ｃ年代測定があり、服部ほか（１９８３）が取りまとめてい
るように、約２万年前から３．３万年前より古い、までかなりまちまちな年代が報告され
ていました。最近では、三浦・林（１９２３７）が：３７８００年前より古いという結果を出していま

す。それでは、ＤＫＰの代わりにＳＯｆの年代を測ろうというのが次に考えたことです。間接
的にはなりますが、タンデトロンの真価を試すところです。
そして、１９９２年秋、島根大学の大西さんのご案内で三瓶山を訪れ、さらに大田市街付

近をまわって、今度は４ヵ所で、数個の炭化木片を採取することができました。その測
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定かこのシンポジュウムに間に合えば、よい目玉になったのですが、結果は近々でるか
と思いますのでご期待下さい。なお、三瓶大田火砕流堆積物は、大田市街付近からさら
に北方へ伸びて現在の海岸まで到達し、久手漁港の近くの砂浜の背後の海食崖を作って
います。ＳＯｆの年代が判明すれば、当時の海水準を復元する良い場所になるはずです。

次に草木谷火山噴出物（ｋｓ）としたものは、広域テフラとの直接の関係は分かりません
が、御岳火山の噴出物の一つで、山頂から北西方向へ、濃飛流紋岩類の山地を刻む深い
谷をつたって、岐阜県の小坂の方へ向かって流下した熔岩です。その末端は、小坂東方
でガンダテという名所を作っています。熔岩が谷間を流れると、その後の新しい河谷は

熔岩の両脇に刻み込まれ、中央に熔岩台地が残る、というのはよくあることです。ここ
では、二つに分かれた谷のうち南側が兵衛谷、北側が濁河川です。中部電力がこの付近
に水力発電所を建設した時、両方の谷にダムを作り、両者の間を支水路で連結しました。

そのトンネルエ事の際、切羽で２個の炭化樹幹が発見され、保存されていたのですが、
その木片の年代を測定したのが、④の値です。発見された場所は、地下約６５ｍ、トンネル
の入口からもＣ５（）ｍばかり入った工事現場ですから、試料が蒸焼きになった後、外界から

隔絶され、地表からの汚染を受ける機会が少なかったという点では、１４Ｃ年代測定にとっ
てきわめてよい条件に恵まれた試料です。２個の樹幹から２個の試料を採って測定した

値は、５３９２０±９７０ｙ．Ｂ．Ｐ．と５３９３０±８７０ｙ．Ｂ．Ｐ．でした（左合ほか１９９２）。
このトンネルエ事の場所では、山田・小林（１９８８）の地質図によりますと、御岳火山の

噴出物は上位の草木谷火山噴出物と下位の濁滝火山噴出物の２枚があります。ここでは
工事記録などから、材化石を産出しだのは、上位の草木谷火山噴出物の基底と判定しま
した。従って、草木谷火山噴出物の年代は、約５．４万年前ということになります。表２
に山田・小林（：ｉ９８８）による御岳火山噴出物の層序を付けましたが、木曾川泥流が約５万

年前、草ぶ谷火山噴出物が約５．４万年前というのは、層序と矛盾のないところです。
なお、草木谷火山噴出物については、小林・松本（１９９２）によるＫ-Ａｒ年代測定が報告

されています。まだ詳しいことは不明ですが、そこに掲載された図では、草木谷火山噴
出物は約５万年前から約７万年前の間となっています。年代の幅は１４Ｃ測年に比べて大
きいのですが、いろいろな方法による年代測定結果のすり合わせという点で注目したい
ところです。

今 の と こ ろ の 予 想 で は 、 御 岳 火 山 に お い て タ ン デ ト ロ ン に よ る 測 年 可 能 な 範 囲 は 、 表

２ で い う 摩 利 支 天 火 山 群 の 活 動 期 に 限 ら れ て く る の で は な い か と 思 い ま す 。 継 母 岳 火 山

群 の 活 動 期 に は 、 Ｐ ｍ - Ｉ 、 - Ｈ 、 - ｍ と い っ た 有 名 な テ フ ラ が 噴 出 し て い ま す が 、 大 村 ほ

か（ｉ９８８）のＵ-Ｔｈ年代では、Ｐｍ-Ｉが８２０００±５０００ｙ．Ｂ．Ｐ．、Ｐｍ-ＩとＰｍ-Ⅲの中間に位

置する阿蘇-４が８００００±２０００ｙ．Ｂ．Ｐ．と測定されていますから、タンデトロンによる測
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表 ２ 御 岳 火 山 噴 出 物 の 層 序 と 年 代

ＳｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙａｎｄａｇｅｓｏｆｐｒｏｄｕｃｔｓｏｆＯｎｔａｋｅｖｏｌｃａｎｏ
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地獄谷岩脈（ｊｄ）
金剛堂火山噴出物（ｋｎ）
濁河火山噴出物（ｎｇ）

滝
越
層

地質図に表示されない地層

ｋⅢｆ

木 曽 川 泥 流 堆 積 物 ・ - - … … … 約 ５ ． 万 年 前

… … … … - ‥ … … … … - ・ ‥ - ・ 約 ５ ４ 万 年 前

三岳テフラ層（Ｍ-Ｓｃ，Ｐｍ-ＩＶ）
千本松テフラ層（Ｓ-Ｐｍ）

Ｐｍ-Ｉｌｌテフラ層

１３１-

三浦山溶・岩層（ｍ）

濁滝火砕流堆積物（ｎ）
湯ノ谷溶岩層（ｙ）
シン谷溶岩層（ｓ） ｍ

Ｐ ｍ - Ｉ テ フ ラ 層

山田・小林（１９８８）の第１３表により、表の下半を省略、年代値などを付記

年 の 限 界 を 越 え て い る と 考 え る わ け で す 。 Ｐ ｍ - Ⅲ は 微 妙 な 所 で す が 、 そ の 上 の 三 岳 テ

フラ層（Ｍ - Ｓｃ、Ｐｍ - ＩＶ）なら測定可能の範囲に入るだろうと予想しています。三岳テフラ

層といったのは、これが木曾山地のモレーンの上にのっている〔Ｋｏｔ〕ε１ｙａｓｈｉａｎｄＳｈｉｍｉｚｕ

１９６６、柳町１９８３）など、第四紀地史の上で適用範囲が広いということもありますが、同

時 に こ れ か ら は か っ て 炭 化 木 片 が 採 取 さ れ 、 １ ４ Ｃ 年 代 を 測 定 し た と い う 記 録 が あ る か ら

です。未公表のままですが、小林（１９８２）や竹本は；りヽ（：１９８７）に、２．９万年前より古い、と

い う 値 が 引 用 さ れ て い ま す。

こ う な る と 、 タ ン デ ト ロ ン に 限 界 一 杯 ま で 働 い て も ら う 意 味 で 、 三 岳 テ フ ラ 層 の 年 代

測 定 を し な い わ け に は い き ま せ ん 。 か っ て 小 林 さ ん と 一 緒 に 三 岳 テ フ ラ 層 か ら 炭 化 木 片

を 採 取 さ れ た 、 名 古 屋 の 瑞 陵 高 校 の 藤 井 登 美 夫 先 生 に ご 案 内 頂 い て 、 御 岳 山 の 山 ふ と こ

ろ 深 く 分 け 入 り ま し た 。 ｉ ９ ９ ２ 年 の 夏 の こ と で す。 し か し 残 念 な が ら 、 か っ て の 露 頭 は 崩

壊 し 、 三 岳 テ フ ラ 層 の 層 準 は 崖 錐 の 下 に 埋 ま っ て 、 試 料 を 採 取 す る こ と は で き ま せ ん で

し た 。 三 岳 テ フ ラ 層 、 あ る い は 千 本 松 テ フ ラ 層 に つ い て 、 測 年 可 能 な 試 料 の 産 出 を ご 存

じ の 方 が あ り ま し た ら 、 ぜ ひ 教 え て 頂 き た い と 思 っ て い ま す。

三 岳 テ フ ラ 層 は さ ら に 東 方 、 ハ ケ 岳 の 山 麓 ま で 分 布 し て い て 、 茅 野 市 北 方 で は そ の 上

位 に 大 塩 火 砕 流 が 知 ら れ て い ま す 。 こ の 大 塩 火 砕 流 堆 積 物 か ら 産 出 し た 炭 化 木 片 に つ い

ては、かって河内・北沢（：１９６７）が２４６００±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．という１４Ｃ年代を報告しています。

そ の ｜ 司 じ 露 頭 で、 私 達 も １ ９ ９ ２ 年 の 夏 に 、 数 個 の 炭 化 木 片 試 料 を 採 取 す る こ と が で き ま し

た 。 古 い 用 水 路 の 脇 で 露 頭 条 件 は あ ま り 良 く な い の で す が 、 近 く 測 定 結 果 が 出 て 、 大 塩
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火砕流の年代を確定し、三岳テフラ層の上限を押えることができるものと期待していま
す。

「火山噴出物測年の現状」という題を頂きながら、予告編ばかりみたいな話になって

しまいましたが、こんなところが試料採取にでかけている現状です。
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